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超高エネルギー宇宙線空気シャワー中のミューオン数密度比についてAkeno/AGASAで明確に分離観測した結果と最新のCORSIKA空気シャワーシミュレーション(EPOS-LHC相互作用モデルを使用)による計算結果を比較した。Preliminaryな結果ではAugerグループが報告した観測ミューオン数が期待値より多い傾向は見られていない。

